
－  53  －

史
苑
（
第
七
九
巻
第
一
号
）

は
じ
め
に

　
漢
字
で
「
三
寶
壟
」
ま
た
は
「
三
宝
壟
」
と
記
さ
れ
る
ジ
ャ
ワ
島

北
岸
の
港
町
ス
マ
ラ
ン
は
、
一
五
世
紀
初
め
に
大
航
海
を
行
っ
た
鄭

和
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。
市
街
地
の
西
部
に
は
、
鄭
和
分
遣
隊
の
王

景
宏
が
上
陸
し
て
祭
祀
を
行
っ
た
と
い
う
伝
説
の
洞
窟
が
あ
り
、
鄭

和
を
祀
る
「
三
宝
公
」
の
廟
と
し
て
、
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
一
八
世

紀
以
降
、
植
民
地
都
市
と
し
て
商
業
的
な
発
展
を
遂
げ
た
ス
マ
ラ
ン

は
、
中
部
ジ
ャ
ワ
最
大
の
華
人
の
集
住
地
で
あ
り
、
市
中
心
部
に
は

プ
チ
ナ
ン
と
呼
ば
れ
る
に
ぎ
や
か
な
華
人
街
や
数
多
く
の
中
国
寺
廟

が
あ
り
、
過
去
の
華
人
ら
の
繁
栄
の
様
子
が
今
も
色
濃
く
残
さ
れ
て

い
る
。

　
二
〇
世
紀
の
世
紀
転
換
期
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
華
人
た
ち

は
自
ら
の
民
族
性
を
再
認
識
し
、
植
民
地
制
度
内
の
待
遇
改
善
に
向

け
て
声
を
上
げ
始
め
た
。
華
人
運
動
と
い
わ
れ
る
こ
の
動
き
は
、
後

に
親
オ
ラ
ン
ダ
、
親
中
国
、
ま
た
は
現
地
住
民
の
民
族
独
立
運
動
に

　
論
文

　
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
運
動

　
　
― 
二
〇
世
紀
初
頭
の
新
組
織
と
指
導
者
層
の
分
析
か
ら 

―

　
　
　

工
　
藤
　
裕
　
子

キ
ー
ワ
ー
ド

　
華
人
運
動
　
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
　
ス
マ
ラ
ン
　
中
華
会
館
　
中
華
総
会
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共
鳴
す
る
い
く
つ
か
の
流
れ
へ
と
志
向
性
が
分
か
れ
て
い
っ
た
が
、

ス
マ
ラ
ン
で
は
と
り
わ
け
、
宗
主
国
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
制
度
を
維

持
し
つ
つ
、
自
ら
の
地
位
向
上
を
目
指
す
華
人
が
多
か
っ
た
。
そ

の
主
張
を
代
表
す
る
団
体
が
一
九
二
六
年
に
設
立
さ
れ
た
中
華
会

（Chung H
w

a H
ui

）
で
あ
り
、
親
オ
ラ
ン
ダ
派
の
象
徴
的
な
存

在
と
し
て
、
ス
マ
ラ
ン
を
中
心
に
活
動
が
広
が
っ
た
（
１
）
。

　
本
論
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ラ
ン
華
人
社
会
の
志
向
性
が

ど
の
よ
う
な
社
会
経
済
的
な
構
造
か
ら
育
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
歴
史

的
な
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
二
〇
世

紀
初
頭
に
華
人
社
会
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
華
人
運
動
が
、

ス
マ
ラ
ン
の
華
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
の
か
を
、
他
都
市
と
の
関
係
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　
ジ
ャ
ワ
の
華
人
運
動
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
多
く
の
研
究
が
な
さ

れ
て
き
た
。そ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、華
人
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
、
現
地
生
ま
れ
の
プ
ラ
ナ
カ
ン
（Peranakan
）
か
ら

新
来
者
の
ト
ト
ク
（Totok

）
へ
、
福
建
人
か
ら
客
家
・
広
東
人
へ

と
移
行
し
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
植
民
地
政
庁
に
取
り
込
ま
れ

た
現
地
生
ま
れ
と
、
中
国
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
華
人
社
会
が
二
極

化
し
、
同
時
に
、
現
地
住
民
と
の
関
係
も
分
断
さ
れ
た
と
い
う
視
点

で
あ
る
（
２
）

。
こ
れ
ら
は
主
に
華
人
運
動
が
最
も
早
く
展
開
し
た
バ
タ

ヴ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
動
き
で
あ
り
、
地
域
ご
と
の
華
人
社
会
の
構

造
や
経
済
情
勢
の
相
違
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論

で
は
華
人
運
動
の
展
開
や
受
け
止
め
方
は
地
域
ご
と
に
温
度
差
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
前
提
に
立
ち
、
一
都
市
の
事
例
と
し
て

ス
マ
ラ
ン
の
華
人
社
会
を
分
析
す
る
。
具
体
的
に
は
、
華
人
運
動
を

担
っ
た
組
織
の
役
員
構
成
や
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。
こ

の
過
程
を
通
じ
て
、
華
人
運
動
を
新
旧
勢
力
の
対
立
と
い
う
側
面
だ

け
で
な
く
、
地
域
性
や
経
済
的
な
要
素
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
重
層
的

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
論
で
は
ま
ず
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
社
会
を
概

観
し
た
後
に
、
従
来
の
統
治
機
構
で
あ
る
公
館
（K

ong K
oan

）、

新
た
に
設
立
さ
れ
た
中
華
会
館
（Tiong H

oa H
w

e K
oan

）
と
中

華
商
会
（Tiong H

oa Siang H
w

ee

）
（
３
）
の
動
向
と
、
辛
亥
革
命
後

の
情
勢
に
つ
い
て
、
ス
マ
ラ
ン
独
自
の
特
徴
を
他
都
市
と
比
較
し
な

が
ら
検
討
し
、
一
九
世
紀
か
ら
の
有
力
者
の
指
導
力
が
温
存
さ
れ
た

背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
社
会

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
ジ
ャ
ワ
の
華
人
人
口
は
約
三
〇
万
人
と
推
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
や
ス
ラ
バ
ヤ
、
ス
マ
ラ
ン
な

ど
の
北
海
岸
沿
い
の
都
市
部
に
集
中
し
た
。
ス
マ
ラ
ン
理
事
州
の
華

人
人
口
は
一
九
〇
五
年
時
点
で
三
万
二
八
二
二
人
と
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア

理
事
州
の
九
万
二
五
二
〇
人
に
次
ぐ
規
模
で
あ
っ
た
。
し
か
し
人
口
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増
加
率
を
み
る
と
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ス
ラ
バ
ヤ
の
華
人
人
口
が
二
〇

世
紀
最
初
の
五
年
間
で
、
数
千
人
規
模
で
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、

ス
マ
ラ
ン
は
約
一
〇
〇
人
増
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。
一
九
〇
〇

年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
の
三
〇
年
間
の
推
移
を
み
て
も
、
ス
ラ
バ

ヤ
の
華
人
人
口
は
二
倍
以
上
に
、
ま
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
も
一
・
七
倍

に
増
加
し
た
が
、
ス
マ
ラ
ン
は
一
・
二
四
倍
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年

以
降
に
民
間
投
資
が
本
格
化
す
る
と
、
ジ
ャ
ワ
島
東
部
で
は
農
園
事

業
な
ど
の
大
規
模
な
開
発
が
進
み
、人
口
の
流
入
が
顕
著
だ
っ
た
が
、

ス
マ
ラ
ン
に
は
新
来
者
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
（
４
）

。

　
日
常
使
用
言
語
別
状
況
を
み
る
と
、
ス
マ
ラ
ン
市
を
含
む
理
事
州

全
体
の
外
来
東
洋
人
（Vreem

de oosterlingen

）
（
５
）
は
、
マ
レ
ー

語
が
六
五
％
、
ジ
ャ
ワ
語
が
二
〇
％
で
、
合
わ
せ
て
八
五
％
に
上
り
、

中
国
語
の
使
用
者
は
一
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
ス
マ
ラ
ン
で
は
華
人
が

外
来
東
洋
人
の
九
四
％
以
上
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
華
人
全
体
の
傾

向
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ラ

バ
ヤ
で
は
中
国
語
使
用
者
が
四
六
％
、マ
レ
ー
語
は
四
三
％
で
あ
り
、

新
来
移
民
者
流
入
の
影
響
が
大
き
い
（
６
）
。
ま
た
出
身
地
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ラ
ン
の
華
人
は
福
建
出
身
者
が
七
四
％
を
占
め
、
広
東
出
身
者

が
五
％
、
客
家
は
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
主
要
都
市
に
比
べ
て
も

現
地
生
ま
れ
、
か
つ
福
建
を
出
自
と
す
る
割
合
が
高
い
と
い
う
特
徴

が
あ
る
（
７
）
。
つ
ま
り
、
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
社
会
は
、
他
都
市
に
比
べ
て

も
流
入
者
が
少
な
く
、
中
国
語
よ
り
も
ジ
ャ
ワ
語
や
マ
レ
ー
語
に
親

し
み
、
数
代
に
わ
た
っ
て
現
地
の
慣
習
や
言
語
を
取
り
込
ん
だ
独
自

の
文
化
を
育
ん
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　公
館
制
度
下
の
華
人
エ
リ
ー
ト
層

　
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
華
人
社
会
は
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
、
植

民
地
政
庁
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
華
人
官
吏
に
よ
り
間
接
的
に
統
治
さ

れ
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
ス
マ
ラ
ン
の
三
大
都
市
で
は
、

華
人
官
吏
の
最
高
職
で
あ
る
マ
ヨ
ー
ル
の
下
に
、
カ
ピ
テ
ン
、
ル
イ

テ
ナ
ン
ト
か
ら
成
る
華
人
評
議
会
（C

hineesche Raad

）
が
設
け

ら
れ
、
公
館
と
も
呼
ば
れ
た
。
華
人
官
吏
は
、
各
種
徴
税
請
負
の
ラ

イ
セ
ン
ス
な
ど
を
取
得
し
た
事
業
者
や
富
裕
者
か
ら
任
命
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
富
と
名
声
を
示
す
特
権
階
級
と
し
て
、
華
人
社
会
の
上

層
部
に
君
臨
し
た
（
８
）

。
ア
ヘ
ン
専
売
事
業
の
最
盛
期
と
な
っ
た
一
九
世

紀
後
半
に
は
、
ア
ヘ
ン
専
売
権
の
落
札
者
が
公
館
の
役
職
に
就
き
、

華
人
社
会
の
頂
点
に
立
つ
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
た
（
９
）

。

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
「
ジ
ャ
ワ
の
砂
糖
王
」
と
し
て
知
ら
れ
る
黄
仲

涵
（O

ei Tiong H
am

）
も
、
ア
ヘ
ン
専
売
に
よ
り
資
本
を
蓄
え

た
一
人
で
あ
る
。
黄
仲
涵
は
父
親
の
代
に
ジ
ャ
ワ
に
移
住
し
た
現
地

生
ま
れ
の
二
代
目
だ
が
、
一
八
八
四
年
に
ス
マ
ラ
ン
の
名
家
で
あ
る

魏
（G

oei

）
家
の
娘
と
結
婚
し
て
翌
年
に
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
と
な
り
、

一
八
九
一
年
に
は
カ
ピ
テ
ン
、
一
九
〇
一
年
に
は
名
誉
マ
ヨ
ー
ル
へ

と
順
調
に
役
歴
を
重
ね
て
公
館
役
員
の
階
層
に
仲
間
入
り
を
果
た
し
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た
。
ア
ヘ
ン
事
業
に
参
入
し
た
の
は
一
八
八
〇
年
代
末
の
こ
と
で
、

前
任
者
の
破
産
を
受
け
て
、ス
マ
ラ
ン
と
ス
ラ
カ
ル
タ
、ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
、
ケ
ド
ゥ
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
専
売
権
を
獲
得
し
た
。
こ
の
専
売

事
業
に
よ
り
、
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ま
で
に
一
八
〇
〇
万

ギ
ル
ダ
ー
も
の
利
益
を
得
た
と
い
わ
れ
る
。
後
に
ス
ラ
バ
ヤ
の
マ

ヨ
ー
ル
に
な
る
鄭
徳
源
（The Tik G

w
an

）
の
姉
妹
を
二
人
目
の

妻
と
し
、
東
ジ
ャ
ワ
に
ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た）
（1
（

。

　
一
九
世
紀
ま
で
の
華
人
社
会
は
、
各
種
の
専
売
の
利
権
者
と
公
館

役
員
の
一
族
が
、
事
業
や
婚
姻
関
係
を
重
ね
、
マ
レ
ー
語
で
「
上
部

の
枝
（
チ
ャ
バ
ン
・
ア
タ
スcabang atas
）」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ー

ト
層
を
形
成
し
た
。
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
か
ら
カ
ピ
テ
ン
へ
、
最
終
的
に

マ
ヨ
ー
ル
に
昇
進
す
る
こ
と
が
社
会
的
、
経
済
的
な
成
功
を
も
た
ら

す
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る）
（（
（

。

公
館
の
形
骸
化

　
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
早
々
に
、
ス
マ
ラ
ン
の
公
館
で
は
役
員
の
大

幅
な
交
代
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ア
ヘ
ン
専
売
請
負
を
担
っ
て
き
た

カ
ピ
テ
ン
や
マ
ヨ
ー
ル
ら
が
相
次
ぎ
辞
任
し
、
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
の

メ
ン
バ
ー
も
一
新
さ
れ
た
の
で
あ
る）
（1
（

。
こ
の
人
事
刷
新
の
発
端
は

一
九
〇
〇
年
に
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た
り
公
館
の
役
員
を
務
め
た
マ

ヨ
ー
ル
の
林
隆
興
（Liem

 Liong H
in

）
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
林
隆
興
は
グ
レ
シ
ク
の
マ
ヨ
ー
ル
を
父
に
持

ち
、
ス
マ
ラ
ン
の
マ
ヨ
ー
ル
で
あ
る
馬
森
泉
の
娘
と
結
婚
し
た
後
、

一
八
五
八
年
か
ら
ス
マ
ラ
ン
の
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
と
な
り
、
そ
の
後
も

カ
ピ
テ
ン
を
経
て
マ
ヨ
ー
ル
へ
と
公
館
エ
リ
ー
ト
の
階
段
を
上
っ
て

き
た）
（1
（

。
ま
た
、
ア
ヘ
ン
専
売
請
負
事
業
で
も
、
一
八
八
〇
年
代
半
ば

に
破
綻
し
た
何
炎
老
に
代
わ
っ
て
、
一
八
八
七
年
か
ら
バ
ン
テ
ン
と

バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
カ
ラ
ワ
ン
、
ラ
ン
プ
ン
で
三
年
間
の
ア
ヘ
ン
専
売
権

を
落
札
し
、
莫
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
九
〇
年

代
以
降
に
ア
ヘ
ン
専
売
の
利
益
が
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
長
年
手
が
け

て
い
た
森
林
伐
採
請
負
事
業
で
大
き
な
損
失
を
出
し
、
一
八
九
六
年

に
経
営
が
破
綻
し
た）
（1
（

。

　
林
隆
興
や
何
炎
老
の
破
綻
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ヘ
ン
専
売
請

負
制
度
は
一
九
世
紀
末
に
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
た
。
一
八
八
〇

年
代
半
ば
の
恐
慌
以
降
、
ア
ヘ
ン
販
売
の
低
迷
に
伴
う
歳
入
の
減

少
と
同
時
に
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
は
倫
理
思
想
が
広
が
り
、
ア
ヘ

ン
を
扱
う
華
人
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
対
応
策
と
し

て
、植
民
地
政
庁
は
ア
ヘ
ン
の
製
造
と
販
売
の
官
営
化
に
踏
み
切
り
、

一
八
九
六
年
か
ら
段
階
的
に
専
売
請
負
制
度
を
廃
止
し
た）
（1
（

。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
専
売
請
負
業
者
と
華
人
官
吏
制
度
の
両
輪
に
支
え
ら
れ

て
い
た
公
館
自
体
の
存
在
意
義
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る）
（1
（

。

　
公
館
役
員
の
刷
新
は
、
ま
さ
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
き
た
。
林

隆
興
が
辞
任
し
た
後
の
後
任
マ
ヨ
ー
ル
は
す
ぐ
に
は
決
ま
ら
ず
、
一

年
以
上
も
欠
員
の
状
態
が
続
い
た
。
次
期
マ
ヨ
ー
ル
人
事
へ
の
関
心
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は
、
華
人
街
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
間
で
も
高
ま
り
、
町

で
は
様
々
な
噂
が
広
が
っ
た
。
当
時
の
カ
ピ
テ
ン
は
陳
昆
松
（Tan 

K
oen Siong

）
と
黄
仲
涵
の
二
人
で
、
両
者
の
ど
ち
ら
か
が
昇
格

す
る
と
い
う
の
が
大
方
の
予
想
で
あ
っ
た
。
年
長
で
経
験
も
あ
る
陳

昆
松
を
順
当
に
昇
進
さ
せ
る
べ
き
、
ま
た
は
若
い
な
が
ら
も
す
で
に

ア
ヘ
ン
専
売
請
負
で
実
績
を
上
げ
、
製
糖
業
や
貿
易
業
を
拡
大
し
て

い
る
黄
仲
涵
が
ふ
さ
わ
し
い
と
主
張
す
る
意
見
に
割
れ
て
い
た）
（1
（

。

　
一
九
〇
一
年
六
月
、
約
一
年
半
の
空
白
を
経
て
新
た
な
マ
ヨ
ー
ル

が
発
表
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
の
決
定
は
、
黄
仲
涵
が
マ

ヨ
ー
ル
の
段
階
を
飛
び
越
え
、
一
気
に
名
誉
マ
ヨ
ー
ル
に
就
任
す
る

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
同
時
に
、
年
少
の
黄
仲
涵
に
先
を
越
さ
れ
た

陳
昆
松
は
、
公
館
役
員
か
ら
退
任
が
決
ま
っ
た
。
後
任
の
カ
ピ
テ

ン
に
は
、
黄
仲
涵
の
弟
で
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
の
黄
仲
鵬
（O

ei Tiong 
Bing

）
が
昇
格
し
、
新
た
に
三
人
の
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
が
就
任
し
た）
（1
（

。

そ
の
う
ち
一
人
の
ウ
イ
・
モ
ウ
シ
ン
（O

ei M
o Sing

）
は
数
カ
月

後
に
カ
ピ
テ
ン
と
な
り
、
ま
だ
若
い
黄
仲
鵬
に
代
わ
っ
て
、
公
館
の

実
務
を
担
当
し
た）
（1
（

。

　
こ
う
し
て
二
〇
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
ス
マ
ラ
ン
の
公
館
役

員
は
一
新
さ
れ
た
が
、
こ
の
人
事
は
華
人
社
会
に
衝
撃
的
に
受
け
止

め
ら
れ
た
。黄
仲
涵
の
新
た
な
役
職
は
文
字
通
り
の
名
誉
職
で
あ
り
、

ス
マ
ラ
ン
公
館
に
は
マ
ヨ
ー
ル
の
職
位
は
も
は
や
不
要
と
判
断
さ
れ

た
形
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る）
11
（

。
一
八
二
九
年
に
初
代
マ
ヨ
ー
ル
と
し

て
陳
長
菁
が
就
任
し
て
か
ら
約
七
〇
年
間
、
ス
マ
ラ
ン
は
バ
タ
ヴ
ィ

ア
と
ス
ラ
バ
ヤ
と
並
び
、
マ
ヨ
ー
ル
と
カ
ピ
テ
ン
、
ル
イ
テ
ナ
ン
ト

の
三
役
職
が
揃
う
代
表
的
な
公
館
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
最
高
職
位

で
あ
る
マ
ヨ
ー
ル
の
廃
止
は
、
ス
マ
ラ
ン
公
館
の
地
位
後
退
を
暗
示

す
る
も
の
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
と
華
人
の
請
負
事
業
者

や
公
館
役
員
と
い
う
既
存
の
提
携
関
係
が
消
滅
に
向
か
う
象
徴
的
な

で
き
ご
と
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
一
九
〇
四
年
に
は
も
う
一
人
の
名
誉
マ
ヨ
ー
ル
だ
っ
た
馬
森
泉
が

死
去
し
、
黄
仲
涵
も
就
任
か
ら
八
年
後
の
一
九
〇
九
年
に
同
職
を
辞

し
た
。
さ
ら
に
一
九
一
三
年
に
は
兄
の
後
任
と
し
て
名
誉
マ
ヨ
ー

ル
と
な
っ
て
い
た
黄
仲
鵬
と
名
誉
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
の
馬
厥
景
（Be 

K
w

at K
ing

）
が
揃
っ
て
退
任
し
た）
1（
（

。
二
人
の
辞
任
に
よ
り
、
華

人
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
っ
た
有
力
一
族
と
公
館
の
関
係

は
途
絶
え
、
以
降
の
運
営
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
関
係
が
近
か
っ

た
と
い
う
理
由
で
マ
ヨ
ー
ル
に
選
ば
れ
た
実
業
家
の
陳
紹
立
（Tan 

Siauw
 Lip

）
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た）
11
（

。
公
館
の
機
能
は
も
は
や
植

民
地
政
庁
と
の
連
絡
係
に
す
ぎ
ず
、
公
館
役
員
と
し
て
の
経
済
的
な

特
権
も
名
誉
職
と
し
て
の
権
威
も
失
わ
れ
た
。
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二
　
華
人
運
動
と
中
華
会
館

ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
の
設
立

　
一
九
世
紀
末
の
各
種
専
売
制
度
の
廃
止
は
、
公
館
エ
リ
ー
ト
層
の

経
済
的
な
基
盤
を
揺
る
が
し
た
だ
け
で
な
く
、
華
人
社
会
全
体
の
活

動
に
も
影
響
が
及
び
、
従
来
か
ら
の
華
人
に
対
す
る
差
別
的
な
待
遇

が
顕
在
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
苦
境
に
対
し
て
、
華
人
の
間
で
は
、

植
民
地
政
庁
へ
の
不
満
が
高
ま
り
を
み
せ
た
。
同
時
に
、
中
国
大
陸

か
ら
の
新
来
者
の
急
増
と
清
末
の
民
族
主
義
の
影
響
を
受
け
て
、
中

国
的
な
慣
習
を
取
り
戻
す
こ
と
を
模
索
す
る
動
き
も
広
が
っ
た）
11
（

。
こ

う
し
た
機
運
の
な
か
で
一
九
〇
〇
年
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
中
華
会
館
が

誕
生
し
た
。
当
初
は
儒
教
や
中
国
式
の
儀
礼
の
普
及
を
目
指
す
組
織

で
あ
っ
た
が
、
活
動
の
中
心
は
華
人
の
子
弟
に
対
す
る
教
育
制
度
の

整
備
へ
と
向
か
い
、
翌
年
に
初
の
中
華
学
堂
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
コ
タ

地
区
で
開
校
し
た
。
以
降
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
各
地
で
近
代

教
育
を
行
う
中
華
会
館
や
中
華
学
堂
を
設
立
す
る
動
き
が
急
速
に
広

ま
っ
て
い
っ
た）
11
（

。

　
ス
マ
ラ
ン
で
は
一
九
〇
四
年
一
月
に
中
華
会
館
が
設
立
さ
れ
、
華

人
居
留
地
区
内
の
中
心
地
に
中
華
学
堂
が
開
校
し
た
。
当
初
の
生
徒

数
は
五
〇
人
ほ
ど
だ
っ
た
。
中
華
会
館
の
総
理
に
は
元
ル
イ
テ
ナ
ン

ト
の
何
世
徳
（H

o Sie Tik

）、
副
総
理
に
は
馬
森
泉
の
息
子
で
名

誉
ル
イ
テ
ナ
ン
ト
の
馬
厥
景
（Be K

w
at K

ing

）
が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
し
た）
11
（

。
ス
マ
ラ
ン
の
名
士
と
し
て
知
ら
れ
た
何
家
や
馬
家
の
一
族

が
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
表
１
）。

　
実
務
面
の
運
営
は
、柯
遠
芳（K

w
a W

an H
ong

）と
馬
厥
猷（Be 

K
w

at Yoe

）
の
二
人
が
担
当
し
た
。
柯
遠
芳
は
開
校
の
前
年
、
学

校
の
規
定
や
必
要
資
金
、
教
員
の
採
用
、
生
徒
数
な
ど
に
つ
い
て
バ

タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
に
書
簡
で
助
言
を
求
め
、
手
探
り
の
状
態
か
ら

開
校
に
こ
ぎ
つ
け
た
立
役
者
で
あ
る
。
初
代
秘
書
を
一
九
〇
七
年
ま

で
務
め
、
そ
の
後
も
顧
問
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
中
華
学
堂
の
運

営
に
携
わ
っ
た）
11
（

。
一
方
の
馬
厥
猷
は
、
中
国
語
も
堪
能
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
一
九
〇
三
年
に
康
有
為
が
ジ
ャ
ワ
を
訪
問
し
た
際
の
接
待
役

を
務
め
た
。
一
九
〇
八
年
以
降
は
副
総
理
と
な
り
、
中
国
か
ら
訪
問

し
た
要
人
の
通
訳
や
接
待
を
担
当
し
た）
11
（

。
中
国
語
を
解
さ
な
い
者
が

多
い
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
エ
リ
ー
ト
層
の
中
で
、
中
国
語
で
直
接
会
話

が
で
き
る
馬
厥
猷
は
、
中
国
式
の
近
代
教
育
の
推
進
を
進
め
る
上
で

貴
重
な
人
材
で
あ
り
、
対
外
的
な
交
渉
役
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
馬
厥
猷
は
中
国
に
生
ま
れ
、
二
〇
歳
の
時
に
ス
マ
ラ
ン
最
大
の
富

裕
一
族
で
あ
っ
た
馬
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
実
業
家
と
し
て

知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る）
11
（

。
養
父
の
馬
森
泉
が
一
九
〇
四
年
に
死
去
し

た
後
に
莫
大
な
遺
産
を
引
き
継
ぎ
、
一
九
〇
九
年
に
は
中
国
書
籍
の

販
売
や
印
刷
を
行
う
会
社
を
設
立
し
、
中
華
学
堂
で
使
用
す
る
教

科
書
の
印
刷
や
、
革
命
派
の
華
語
紙
『
爪
哇
公
報
（Jaw

a K
ong 

Po

）』
の
発
行
に
も
乗
り
出
し
た）
11
（

。
ま
た
、
福
建
に
敷
設
さ
れ
る
鉄
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道
の
株
式
の
販
売
を
斡
旋
し
、中
国
財
界
と
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
た
。

同
時
に
ス
マ
ラ
ン
の
大
手
華
商
の
多
く
が
か
か
わ
っ
た
砂
糖
取
引
も

行
っ
て
い
る
。

　
柯
遠
芳
も
、
ス
マ
ラ
ン
の
元
公
館
役
員
の
富
裕
層
と
は
縁
が
深
い

人
物
で
あ
る
。
一
八
六
一
年
に
ス
マ
ラ
ン
で
生
ま
れ
、
学
業
も
優
秀

だ
っ
た
と
い
う
柯
遠
芳
は
一
八
九
三
年
、
当
時
の
ル
イ
テ
ナ
ン
ト

で
、
中
華
会
館
の
初
代
総
理
と
な
っ
た
何
世
徳
と
共
同
で
、
ス
マ
ラ

ン
で
初
の
製
氷
工
場
と
な
る
ホ
ー
ヒ
ェ
ン
ワ
ン
・
ス
マ
ラ
ン
製
氷
所

（Sem
arangsche Ijsfabriek H

o H
ien W

an

）
を
設
立
し
た）
11
（

。

さ
ら
に
、
黄
仲
涵
と
も
姻
戚
関
係
に
あ
る
魏
一
族
と
と
も
に
、
中
部

ジ
ャ
ワ
で
初
の
印
刷
所
を
経
営
し
、
一
九
一
四
年
ま
で
に
こ
れ
ら
を

含
め
て
七
社
の
社
長
を
務
め
た
。
い
ず
れ
も
ス
マ
ラ
ン
の
富
裕
な
華

人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
出
資
を
受
け
て
お
り
、
既
存
の
富
裕
層
か
ら

の
信
頼
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
一
五
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ

に
帰
化
手
続
き
を
取
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
同
等
の
地
位
を
取
得
し

た）
1（
（

。
　
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
の
役
員
の
顔
ぶ
れ
を
み
る
限
り
、
公
館
の
元

役
員
な
ど
の
既
存
の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
体
制
の
中
で
地
位
を
築
い
て

き
た
旧
来
の
名
士
が
名
を
飾
り
、
中
国
と
の
交
流
や
学
校
運
営
な
ど

の
実
務
面
を
担
当
し
た
役
員
ら
も
こ
れ
ら
有
力
一
族
と
関
係
の
深
い

実
業
家
で
あ
っ
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
も
同
様
に
、
旧
来
の
華

人
社
会
の
指
導
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
し
た
。
そ
れ
で
も
な

表１．スマラン中華会館役員

総理 副総理 秘書 財政 顧問

1904 何世徳 馬厥景 柯遠芳 鄭百鴻 魏嘉壽、林錦繍

1907 何世徳 魏嘉祥、陳文錦 林錦繍、藩俊発 葉瑞昌 柯遠芳、林振易

1908 鄭永昌 周炳喜、馬厥猷 鄭修立、林欽祥 黄亦住、黄蔵圭 柯遠芳、甘欽福

1911 周炳喜 馬厥猷、鄭百鴻 鄭修立、林欽祥 黄亦住

1913 林克念 馬厥猷、鄭百鴻 鄭修立、林欽祥 黄亦住

1915 鄭俊懐 馬厥猷 鄭修立、林欽祥 黄亦住

1919 鄭俊懐 魏永煌、鄭承祖 鄭修立、林欽祥 郭嘉祐 呉文瀾、林思恩

1920 顔鴻儀 鄭承祖、魏永椿 薛鋭求、林欽祥 郭嘉祐、尤水地 呉文瀾、林思恩

1925 魏永椿 鄭承祖、鄭曽烈 薛鋭求 尤水地 黄宗孝

1927 尤水地 鄭承祖、鄭曽烈 江金耀 魏永椿、張天想

1931 尤水地 林茂瑞 江金耀 張天想

1934 黄仲涵総公司 尤水地 張樹磚 張天想
100 tahun Sekolah Tiong Hoa Hwee Kwan Semarang 1904-2004, 2004, pp. A12-14, 
C7-8より作成
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お
広
東
・
客
家
系
の
華
人
も
役
員
に
就
任
す
る
な
ど
多
様
性
が
み
ら

れ
た）
11
（

。
そ
れ
に
比
べ
て
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
は
、
福
建
系
の
エ
リ
ー

ト
層
を
中
心
と
し
た
同
質
性
が
よ
り
強
い
組
織
だ
っ
た
と
い
え
よ

う
。

バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
の
軋
轢

　
二
〇
世
紀
初
頭
に
各
地
で
相
次
ぎ
設
立
さ
れ
た
中
華
会
館
の
な
か

で
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
、
最
も
早
く
に
開
校
し

た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
中
華
会
館
で
あ
っ
た
。
各
地
の
華
人
社
会
に
対
し

て
、
学
校
の
開
設
や
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
、
一
部
に
つ
い
て
は

バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
分
局
と
い
う
形
で
支
援
し
た
。
こ
れ
ら
分
局
は
、
同

じ
く
バ
タ
ヴ
ィ
ア
内
の
タ
ナ
ア
バ
ン
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ワ
西
部
の
バ
イ

テ
ン
ゾ
ル
フ
や
セ
ラ
ン
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
パ
レ
ン
バ
ン
、
カ
リ
マ
ン

タ
ン
島
の
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
な
ど
に
広
が
っ
た）
11
（

。
ス
マ
ラ
ン
中
華

会
館
は
分
局
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
述
の
と
お
り
、
開

設
に
当
た
っ
て
は
柯
遠
芳
を
通
じ
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
か
ら
の

助
言
を
受
け
て
い
る
。

　
各
地
で
中
華
会
館
の
開
設
が
増
え
る
に
従
い
、
学
科
や
教
育
制
度

の
統
一
、
中
国
か
ら
の
教
員
の
派
遣
な
ど
の
学
校
運
営
上
の
課
題
が

持
ち
上
が
り
、
植
民
地
内
の
統
一
組
織
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め

た）
11
（

。
東
ジ
ャ
ワ
の
ク
デ
ィ
リ
と
マ
ラ
ン
、ス
マ
ラ
ン
の
中
華
会
館
は
、

一
九
〇
五
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
相
次
ぎ
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華

会
館
に
書
簡
を
送
り
、
各
地
の
中
華
会
館
を
ま
と
め
る
機
関
の
組
織

化
と
、
教
育
の
質
統
一
に
向
け
て
、
中
国
か
ら
学
校
監
督
官
を
招
聘

す
る
よ
う
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
訴
え
て
い
る
。ク
デ
ィ
リ
の
中
華
会
館
は
、

バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
統
一
組
織
の
長
を
求
め
た
が
、
他
の
中
華
会
館
の
合

意
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た）
11
（

。

　
翌
一
九
〇
六
年
三
月
に
中
国
か
ら
両
広
総
督
の
使
節
と
し
て
劉
士

驥
が
ジ
ャ
ワ
の
視
察
に
訪
れ
た
こ
と
で
、計
画
は
一
気
に
前
進
し
た
。

劉
士
驥
は
ジ
ャ
ワ
各
地
の
中
華
会
館
を
訪
問
し
、
学
校
の
運
営
や
教

育
制
度
に
つ
い
て
助
言
を
行
い
、
五
月
に
は
バ
ン
ド
ゥ
ン
に
各
地
の

中
華
会
館
の
代
表
を
集
め
、
学
校
監
督
官
と
教
師
を
中
国
か
ら
派
遣

す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
監
督
官
の
給
与
四
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
は
、
中

国
か
ら
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
教
師
の
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中

華
会
館
が
分
担
し
て
負
担
す
る
契
約
書
も
交
わ
さ
れ
た）
11
（

。

 

こ
れ
を
受
け
て
、
中
部
ジ
ャ
ワ
に
あ
る
プ
マ
ラ
ン
中
華
会
館
の
陳

景
徐
（Tan K

eng D
jian

）
が
、
学
校
監
督
官
の
た
め
の
基
金
の

創
設
と
、
そ
れ
ま
で
個
別
に
活
動
し
て
い
た
各
地
の
中
華
会
館
や
中

華
学
堂
を
統
一
す
る
新
た
な
組
織
の
設
立
を
提
言
し
た
。
こ
の
提

案
は
、
同
年
七
月
に
各
地
か
ら
二
〇
の
中
華
会
館
が
ス
マ
ラ
ン
に

集
ま
っ
た
中
華
会
館
代
表
会
議
で
協
議
さ
れ
、
中
華
総
会
（Tiong 

H
w

a Tjong H
w

ee

）
の
設
立
が
決
ま
っ
た
。
こ
こ
に
、
華
人
に
よ

る
初
の
統
一
組
織
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
中
華
総
会
の
本
部
は
ス

マ
ラ
ン
に
置
か
れ
、
中
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
学
校
監
督
官
の
受
け
入
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れ
も
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た）
11
（

。

　
中
華
総
会
の
本
部
が
ス
マ
ラ
ン
に
決
ま
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
各
地
の
中
華
会
館
か
ら
主
導
的
存
在
と

仰
が
れ
て
い
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
で
は
な
く
、
ス
マ
ラ
ン
が
主

導
権
を
握
っ
た
こ
と
は
不
自
然
に
映
る
。
実
際
に
中
華
総
会
の
設
立

以
降
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ス
マ
ラ
ン
の
間
で
は
幾
度
と
な
く
意
見
の
相

違
が
生
じ
、
不
協
和
音
が
鳴
り
始
め
た
。

　
両
会
館
の
間
の
最
初
の
諍
い
は
、
中
華
総
会
の
設
立
か
ら
数
カ
月

が
経
っ
た
一
九
〇
六
年
一
一
月
に
ジ
ャ
ワ
に
着
任
し
た
初
代
学
校
監

督
官
の
汪
鳳
翔
の
出
迎
え
を
め
ぐ
る
行
き
違
い
で
あ
っ
た
。
汪
鳳
翔

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
到
着
後
、
即
座
に
中
華
総
会

本
部
が
あ
る
ス
マ
ラ
ン
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。し
か
し
、

実
際
に
は
ス
マ
ラ
ン
に
直
行
せ
ず
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
留
ま
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
が
抗
議
し
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会

館
に
対
し
て
早
急
に
汪
鳳
翔
を
ス
マ
ラ
ン
に
送
り
届
け
る
よ
う
要
求

し
た）
11
（

。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
側
は
、
電
報
の
連
絡
ミ
ス
に
よ
り
生
じ
た
不
手

際
だ
っ
た
と
し
て
そ
の
場
を
収
め
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
が
一
九
四
〇
年
に
発
行
し
た
四
〇
周
年

記
念
誌
に
詳
細
に
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
と

の
関
係
に
禍
根
を
残
す
で
き
ご
と
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る）
11
（

。

　
と
こ
ろ
が
、
中
華
総
会
は
設
立
か
ら
わ
ず
か
一
年
後
の
一
九
〇
七

年
、
ジ
ャ
ワ
学
務
総
会
（D

jaw
a H

ak Boe Tjong H
w

ee

）
に
名

称
を
変
え
た
。
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
活
動
内
容
を
教
育
分
野
に

限
定
し
た
新
組
織
に
趣
旨
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
本
部
は
バ
タ
ヴ
ィ

ア
と
ス
ラ
バ
ヤ
、
ス
マ
ラ
ン
の
三
つ
の
中
華
会
館
に
よ
る
三
年
毎
の

持
ち
回
り
と
な
り
、
初
回
は
ス
ラ
バ
ヤ
が
担
当
し
た）
11
（

。
こ
の
早
急
な

名
称
変
更
と
活
動
内
容
の
転
換
の
背
景
に
は
、
学
校
監
督
官
と
し
て

着
任
し
た
汪
鳳
翔
の
地
位
と
活
動
を
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
が
内
政

干
渉
に
当
た
る
と
抗
議
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
華
人
団
体
と
し
て
の

政
治
色
を
弱
め
、
教
育
分
野
の
活
動
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
植
民
地
当
局
も
一
九
〇
七
年
に
は
華
人
の
子
弟
向
け
に

オ
ラ
ン
ダ
華
人
学
校
（H

ollandsch Chineesche Scholen

）
を

開
校
す
る
な
ど
、
清
朝
と
の
関
係
を
深
め
る
ジ
ャ
ワ
の
華
人
社
会
に

対
し
て
宥
和
的
な
姿
勢
を
と
り
始
め
て
い
た）
1（
（

。
華
人
に
対
す
る
差
別

的
待
遇
が
緩
和
に
向
か
っ
た
こ
と
で
、
中
国
と
の
連
携
強
化
を
図
る

中
華
総
会
の
存
在
は
、
植
民
地
内
で
の
地
位
を
か
え
っ
て
脅
か
す
と

考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
国
と
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政

庁
と
の
間
で
揺
れ
動
く
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
の
姿
勢
は
、
中
国
か
ら

派
遣
さ
れ
た
学
校
監
督
官
へ
の
対
応
の
変
化
と
い
う
形
で
、
再
び
バ

タ
ヴ
ィ
ア
と
の
間
に
軋
轢
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
九
〇
九
年
、
前
述
の
汪
鳳
翔
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
の
分
局

で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
内
の
他
の
中
華
学
堂
や
西
ジ
ャ
ワ
の
ガ
ル
ッ
ト

と
バ
ン
ド
ゥ
ン
、
ボ
ゴ
ー
ル
な
ど
の
生
徒
約
三
〇
人
を
集
め
て
卒
業

試
験
を
実
施
し
、
合
格
者
に
修
了
証
を
授
与
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
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表２. スマラン中華商会役員

1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917/
1918

1919/
1920

名誉会長 /
特別会長

鄭永昌
黄仲涵

鄭永昌
黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵

（正）総理 /
正会長 鄭永昌 鄭永昌 鄭永昌 周炳喜 周炳喜 林克念 林克念 林克念 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐

副総理 /
副会長 周炳喜 周炳喜 周炳喜 馬厥猷 鄭百鴻 鄭百鴻 鄭百鴻 周炳喜 鄭百鴻 鄭百鴻 黄亦住 黄亦住

協理 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻

監査 甘欽福

財政 林満洲 林満洲 林満洲 林満洲 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧

文書 胡逢泰 郭允中 鄭修立 柯遠芳 柯遠芳 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷

注）名誉会長は 1917 年から特別会長に、総理は 1908 年から正総理に、1917 年から正会長に、
それぞれ名称が変更された。

Tiong Hwa Siang Hwee. Boekoe Peringetan 1907-1937, Tiong Hwa Siang Hwee 
Semarang, 1937より作成

ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
は
、
汪
鳳
翔
の
行
為
が
権
限
を
逸
脱
し
て
い
る

と
し
て
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
に
猛
然
と
抗
議
を
表
明
し
た
の
で

あ
る
。バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
は
誤
り
を
認
め
て
謝
罪
し
た
も
の
の
、

ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
は
汪
鳳
翔
の
解
任
を
求
め
、
解
任
に
応
じ
な
い

バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
へ
の
批
判
を
強
め
た
。
こ
の
ス
マ
ラ
ン
の
強

硬
な
姿
勢
に
対
し
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
は
、
一
九
一
〇
年
五
月

に
ス
ラ
バ
ヤ
で
開
か
れ
た
ジ
ャ
ワ
学
務
総
会
の
会
合
へ
の
参
加
を
拒

否
し
、
脱
退
を
宣
言
し
た）
11
（

。

　
各
地
の
中
華
会
館
か
ら
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
華
会
館
の
脱
退
を
引

き
止
め
る
声
が
上
が
っ
た
が
、
そ
の
脱
退
に
最
も
困
惑
し
た
の
は
当

の
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
で
あ
っ
た
。
数
度
に
わ
た
り
ス
マ
ラ
ン
か
ら

使
節
を
派
遣
し
て
復
帰
の
説
得
を
繰
り
返
し
た
も
の
の
、
バ
タ
ヴ
ィ

ア
側
の
意
思
は
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
脱
退
は
決
定
的
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
は
一
九
一
一
年
、
新
組
織
と
し
て
学

務
総
会
（H

ak Boe Tjong H
w

ee

）
の
設
立
に
踏
み
切
っ
た
。
こ

の
学
務
総
会
に
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
が
参
加
し
な
い
ま
ま
、
各
地
か
ら

九
三
の
中
華
会
館
が
参
加
し
、
本
部
は
再
び
ス
マ
ラ
ン
に
置
か
れ

た）
11
（

。
会
長
は
、
ス
マ
ラ
ン
最
大
手
の
華
人
商
社
で
あ
る
建
源
商
会
支

配
人
の
周
炳
喜
（Tjoe Ping H

ie

）
が
務
め
、
副
会
長
に
は
馬
厥

猷
と
柯
遠
芳
が
就
任
し
た
。
し
か
し
、そ
の
後
の
活
動
は
振
る
わ
ず
、

一
九
二
〇
年
に
は
活
動
を
停
止
し
て
い
る）
11
（

。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
ジ
ャ
ワ
学
務
総
会
か
ら
バ
タ
ヴ
ィ
ア
が
抜
け
た

こ
と
で
、
中
華
総
会
の
結
成
で
ま
と
ま
る
か
に
み
え
た
華
人
組
織
の

統
合
の
試
み
は
、
わ
ず
か
四
年
で
瓦
解
し
た
。
中
華
会
館
に
始
ま
っ

た
ジ
ャ
ワ
の
華
人
運
動
は
、
各
地
で
民
族
的
な
覚
醒
を
喚
起
し
た
も

の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
全
体
を
統
合
す
る
団
体
の
機
能
を
持

ち
得
な
い
ま
ま
、
地
域
ご
と
の
教
育
団
体
へ
と
収
斂
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

三
　
中
華
商
会
の
活
動

ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
と
役
員
構
成

　
中
華
会
館
と
中
華
総
会
、
ジ
ャ
ワ
学
務
総
会
の
活
動
を
通
じ
て
、

ジ
ャ
ワ
の
華
人
は
清
朝
と
の
関
係
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。
同
時
に
、

清
朝
も
在
外
華
人
の
経
済
力
の
取
り
込
み
と
、
革
命
派
へ
の
対
抗
の

た
め
に
、
学
校
監
督
官
や
清
朝
官
吏
の
相
次
ぐ
派
遣
を
通
じ
て
、
在

外
の
華
人
へ
の
接
近
を
図
っ
た
。
そ
の
組
織
化
の
流
れ
が
、
北
京
の

農
工
商
部
が
進
め
た
商
業
団
体
と
い
う
形
で
結
実
し
た
中
華
商
会
で

あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
で
は
在
ハ
ー
グ
の
中
国
公
使
の
呼
び

か
け
に
応
じ
、
一
九
〇
六
年
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
翌
一
九
〇
七
年
に
は

ス
マ
ラ
ン
と
ス
ラ
バ
ヤ
で
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。
ス
マ
ラ
ン
中
華

商
会
に
は
、
在
住
者
二
二
人
と
華
人
企
業
八
社
が
発
起
人
に
名
を
連

ね
た）
11
（

。

　
こ
れ
ら
ジ
ャ
ワ
の
中
華
商
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
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ド
の
法
人
格
を
取
得
し
た
が
、
同
時
に
清
朝
に
よ
る
公
認
の
証
と
な

る
公
印
の
「
関
防
」
と
、
役
員
に
は
清
朝
の
官
位
が
与
え
ら
れ
た）
11
（

。

ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
は
、
華
商
の
抱
え
る
商
業
上
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
中
国
国
籍
取
得
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
華
人
へ
の
制
限
撤
廃
を
オ

ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
に
要
請
す
る
な
ど
、
ジ
ャ
ワ
の
華
人
が
抱
え
る

植
民
地
の
政
治
問
題
に
ま
で
か
か
わ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
な
ど
の

中
国
領
事
館
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
た）
11
（

。

　
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
の
初
代
総
理
に
は
実
業
家
の
長
老
格
で
あ
る

鄭
永
昌
（The Ing Tjiang

）
が
就
任
し
た
（
表
２
）。
副
総
理
は
、

筆
頭
発
起
人
で
も
あ
る
周
炳
喜
と
馬
厥
猷
で
あ
る
。
歴
代
の
役
員
名

簿
を
み
る
と
、
鄭
永
昌
と
周
炳
喜
、
馬
厥
猷
の
三
人
が
正
副
総
理
を

構
成
す
る
体
制
が
一
九
〇
九
年
ま
で
続
き
、
そ
の
後
、
周
炳
喜
が
総

理
に
昇
格
し
、
鄭
の
息
子
で
あ
る
鄭
百
鴻
（The Pik H

ong

）
が

副
総
理
と
な
っ
た
。
一
九
一
二
年
に
は
名
誉
総
理
職
が
設
け
ら
れ
、

黄
仲
涵
と
鄭
永
昌
の
二
人
が
就
任
し
て
い
る
。
鄭
永
昌
は
一
九
一
四

年
に
退
任
し
、
以
降
一
九
二
二
年
ま
で
黄
仲
涵
が
最
高
幹
部
と
し
て

商
会
を
率
い
た）
11
（

。

表２. スマラン中華商会役員

1907 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917/
1918

1919/
1920

名誉会長 /
特別会長

鄭永昌
黄仲涵

鄭永昌
黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵

（正）総理 /
正会長 鄭永昌 鄭永昌 鄭永昌 周炳喜 周炳喜 林克念 林克念 林克念 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐

副総理 /
副会長 周炳喜 周炳喜 周炳喜 馬厥猷 鄭百鴻 鄭百鴻 鄭百鴻 周炳喜 鄭百鴻 鄭百鴻 黄亦住 黄亦住

協理 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻

監査 甘欽福

財政 林満洲 林満洲 林満洲 林満洲 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧

文書 胡逢泰 郭允中 鄭修立 柯遠芳 柯遠芳 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷

注）名誉会長は 1917 年から特別会長に、総理は 1908 年から正総理に、1917 年から正会長に、
それぞれ名称が変更された。

Tiong Hwa Siang Hwee. Boekoe Peringetan 1907-1937, Tiong Hwa Siang Hwee 
Semarang, 1937より作成
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ス
マ
ラ
ン
の
華
人
運
動
（
工
藤
）

　
つ
ま
り
、
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
の
幹
部
は
、
黄
仲
涵
と
馬
森
泉
、

鄭
永
昌
に
連
な
る
富
裕
エ
リ
ー
ト
層
の
一
族
や
事
業
関
係
者
が
、
創

設
か
ら
一
九
二
〇
年
代
初
期
ま
で
影
響
力
を
行
使
し
続
け
た
こ
と
に

な
る
。
幹
部
を
福
建
系
華
人
が
占
め
て
い
る
と
い
う
点
も
特
徴
的
で

あ
る
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
指
導
部
二
八
人
の
う
ち
二
〇
人
が
新
来
者

で
、
福
建
人
八
人
、
客
家
八
人
、
広
東
人
四
人
と
人
員
枠
が
定
め
ら

れ
た
の
に
対
し
て）
11
（

、
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
で
は
有
祥
号
や
徳
裕
隆
な

ど
の
広
東
・
客
家
系
の
一
部
事
業
者
が
発
起
人
と
し
て
参
加
し
た
に

す
ぎ
な
い）
11
（

。
中
国
語
の
話
者
と
し
て
運
営
の
実
務
は
、
中
華
会
館
と

同
様
に
馬
厥
猷
や
柯
遠
芳
が
担
っ
た
。
清
朝
と
の
関
係
が
強
か
っ
た

中
華
商
会
で
も
、
ス
マ
ラ
ン
で
は
一
九
世
紀
か
ら
続
く
エ
リ
ー
ト
層

の
一
族
が
幹
部
と
な
り
、
そ
れ
を
支
え
る
形
で
、
中
国
語
に
堪
能
な

新
来
の
福
建
系
華
人
が
実
務
を
担
う
構
造
で
あ
っ
た
。

国
籍
問
題
と
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
化

　
清
朝
が
海
外
で
組
織
化
し
た
中
華
商
会
は
一
九
〇
八
年
に
は
一
七

カ
所
に
達
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
〇
カ
所
が
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン

ド
に
集
中
し
た
。
こ
れ
は
、
同
地
の
華
人
が
抱
え
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ

植
民
地
政
庁
へ
の
不
満
に
対
し
て
、
清
朝
に
支
援
を
求
め
た
と
い
う

事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
華
人

を
め
ぐ
る
オ
ラ
ン
ダ
と
清
朝
の
間
の
争
点
は
、
国
籍
問
題
で
あ
る）
1（
（

。

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
府
は
、
高
ま
り
を
み
せ
る
華
人
運
動
の
沈
静
化

を
図
る
た
め
、
一
九
〇
七
年
に
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
華
人
に

対
す
る
帰
化
の
門
戸
を
広
げ
、
さ
ら
に
翌
年
に
現
地
生
ま
れ
の
華
人

を
オ
ラ
ン
ダ
臣
民
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
現
地
生
ま
れ
の
華

人
を
オ
ラ
ン
ダ
側
に
取
り
込
み
、
中
国
生
ま
れ
の
新
来
者
と
の
間
に

楔
を
打
ち
込
む
施
策
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
動
き
に
呼
応
し
、各
地
の
中
華
商
会
は
一
九
〇
八
年
一
二
月
、

ス
ラ
バ
ヤ
に
結
集
し
て
「
国
籍
保
存
会
」
を
開
催
し
、
清
朝
に
対
し

て
華
人
保
護
の
た
め
の
領
事
館
設
置
と
、
血
統
主
義
を
原
則
と
す
る

国
籍
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
運
動
を
始
め
た
。
駐
オ
ラ
ン
ダ
公
使

の
陸
徴
祥
を
通
じ
て
、
在
住
の
華
人
に
対
し
て
清
国
籍
の
登
録
を
呼

び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
わ
れ
た）
11
（

。
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
も
公

使
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
、
華
人
人
口
や
職
業
な
ど
の
報
告
を
行
い
、

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ス
ラ
カ
ル
タ
を
含
め
た
中
部
ジ
ャ
ワ
一
帯
の

華
人
情
報
を
取
り
ま
と
め
て
い
る）
11
（

。
し
か
し
、
国
籍
取
得
の
確
約
に

成
功
し
た
の
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
商
会
だ
け
で
あ
っ
た）
11
（

。

　
ス
マ
ラ
ン
で
清
国
籍
取
得
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
不
発
に
終
わ
っ
た

こ
と
は
、
現
地
生
ま
れ
が
多
い
同
地
の
華
人
に
と
っ
て
、
清
国
籍
が

そ
れ
ほ
ど
魅
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま

た
、
オ
ラ
ン
ダ
臣
民
籍
は
、
国
際
法
上
の
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
属
を
明

確
に
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
市
民
と
し
て
の
政
治
的

権
利
か
ら
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。彼
ら
が
望
ん
で
い
た
も
の
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
同
等
の
地
位
で
あ
っ
た
。
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
一
号
）

　
華
人
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
同
等
の
地
位
を
得
る
方
法
と
し

て
は
実
の
と
こ
ろ
、
オ
ラ
ン
ダ
臣
民
権
法
の
成
立
前
の
一
九
〇
七
年

に
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
帰
化
手
続
き
と
い
う
方
法
が
開
か
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
そ
の
条
件
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
知
識
や
一
定
額
の
財
産
所

有
、
兵
役
義
務
、
相
続
財
産
の
均
等
な
配
分
な
ど
の
一
般
の
華
人
に

と
っ
て
は
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
ご
く
一
部
の
者
に
限
定
さ
れ
た
制

度
だ
っ
た）
11
（

。
実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
同
等
の
地
位
を
得
た
華
人

は
、
一
九
二
〇
年
の
人
口
統
計
に
よ
れ
ば
ジ
ャ
ワ
全
体
で
も
わ
ず
か

二
三
五
人
に
す
ぎ
な
い）
11
（

。

　
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
帰
化
者
の
地
域
的
な
偏
り
で
あ

る
。
二
三
五
人
の
う
ち
の
約
半
数
に
当
た
る
一
二
一
人
が
ス
マ
ラ
ン

に
集
中
し
、
そ
の
他
に
は
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
六
五
人
）
と
ス
ラ

カ
ル
タ
（
一
三
人
）、
レ
ン
バ
ン
（
一
〇
人
）
と
中
部
ジ
ャ
ワ
地
域

に
偏
重
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ス
ラ
バ
ヤ
は
、

わ
ず
か
三
人
と
四
人
で
あ
り
、
華
人
人
口
の
規
模
か
ら
み
て
も
、
ス

マ
ラ
ン
の
相
対
的
な
多
さ
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
帰
化
者
は
植
民
地
政

庁
の
広
報
紙
で
あ
る
『
ジ
ャ
ワ
官
報
（D

e Javasche C
ourant

）』

に
公
示
さ
れ
、
そ
こ
に
は
ス
マ
ラ
ン
中
華
会
館
の
役
員
の
柯
遠
芳
や

何
世
徳
の
名
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
一
九
一
五
年
に
中
華
商

会
総
理
と
な
っ
た
鄭
俊
懐
（The Tjoen H

w
ay

）
や
、
役
員
の
林

満
州
（Liem

 Bw
an Tjioe

）、
魏
嘉
和
（G

oei K
eh H

o

）
な
ど

の
有
力
者
と
そ
の
家
族
ら
が
一
九
一
〇
年
代
以
降
に
次
々
と
オ
ラ
ン

ダ
籍
を
取
得
し
た）
11
（

。
中
華
会
館
や
中
華
商
会
を
率
い
た
ス
マ
ラ
ン
の

エ
リ
ー
ト
層
は
、
帰
化
の
条
件
と
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
や
オ
ラ
ン
ダ

の
文
化
に
親
和
性
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
地
位
を
得
る
資
力
を

備
え
た
富
裕
層
と
い
う
特
徴
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

中
華
商
会
の
活
動

　
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。中
華
商
会
の
議
事
録
を
元
に
編
纂
さ
れ
た『
ス

マ
ラ
ン
中
華
商
会
三
〇
周
年
紀
念
誌
（
以
下
、
三
〇
周
年
紀
念
誌
）』

か
ら
は
、
複
数
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）
11
（

。
ま
ず
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、（
一
）
中
国
と
の
連
携
に
関
す
る
活
動
で
あ
る
。
前

述
の
国
籍
問
題
な
ど
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
在
住
華
人
と
清
朝
、

中
華
民
国
と
の
直
接
的
な
接
触
の
場
と
な
り
、
中
国
側
と
の
連
携
は

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
に
対
す
る
強
力
な
圧
力
と
な
っ
た
。
次
に
、

（
二
）
商
業
会
議
所
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
商
業
従
事
者
が
多
数

を
占
め
る
華
人
社
会
を
反
映
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
商
業
会
議
所

に
倣
っ
て
華
人
の
利
益
を
取
り
ま
と
め
る
団
体
の
組
織
化
が
設
立
の

目
的
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、（
三
）
華
人
社
会
の
問
題
や
福
祉
に
つ

い
て
協
議
し
、
対
応
す
る
社
会
組
織
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
た
。

（
一
）
中
国
と
の
連
携

　
清
朝
か
ら
の
高
官
や
使
節
の
派
遣
や
中
国
各
地
の
商
会
と
の
交
流
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ス
マ
ラ
ン
の
華
人
運
動
（
工
藤
）

は
、
一
九
〇
七
年
の
設
立
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
年
五
月
に
は
、

在
住
華
人
の
商
業
活
動
と
教
育
を
調
査
す
る
目
的
で
、
商
務
南
洋
招

商
委
員
会
の
リ
ム
・
キ
ン
シ
ア
ン
（Liem

 K
ing Siang

）
が
ス
マ

ラ
ン
を
訪
れ
、
中
国
製
品
の
ジ
ャ
ワ
へ
の
輸
入
や
華
人
子
弟
の
中
国

留
学
に
つ
い
て
馬
厥
猷
の
邸
宅
で
協
議
を
行
っ
た）
11
（

。
一
一
月
に
は
、

上
海
の
商
務
総
会
か
ら
商
会
代
表
者
会
議
へ
の
招
聘
を
受
け
、
代
表

者
の
派
遣
が
検
討
さ
れ
た
。
ス
マ
ラ
ン
か
ら
は
、
開
催
時
期
が
迫
っ

て
い
た
こ
と
と
旅
費
負
担
の
問
題
か
ら
派
遣
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、

建
源
商
会
の
上
海
支
店
長
で
あ
っ
た
楊
松
如
（N

joo Siong D
joe

）

が
代
理
で
参
加
し
た）
11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
か
ら
参
加
し
た
商
会

は
ス
マ
ラ
ン
と
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
み
で
あ
っ
た）
1（
（

。

　
さ
ら
に
一
九
〇
七
年
一
二
月
に
欽
差
大
臣
楊
士
奇
が
海
軍
戦
艦
二

隻
を
従
え
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
各
地
を
訪
問
し
た
際
は
、
一
行
を

迎
え
入
れ
て
盛
大
な
歓
迎
会
を
開
催
し
、
楊
士
奇
は
商
会
総
理
の
鄭

永
昌
の
邸
宅
に
宿
泊
し
た
。
こ
の
訪
問
で
、
一
般
華
人
の
中
国
に
対

す
る
期
待
は
大
き
く
高
揚
し
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
華
人
が
戦
艦
を

一
目
見
よ
う
と
ス
マ
ラ
ン
を
訪
れ
、
見
学
の
た
め
に
特
別
ボ
ー
ト
が

用
意
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た）
11
（

。
こ
う
し
た
熱
烈
な
歓
待
は
、
植
民
地
政

府
へ
の
不
満
が
募
る
中
で
、
中
国
と
い
う
新
た
な
後
ろ
盾
が
出
現
し

た
こ
と
に
対
す
る
喜
び
と
、
中
国
へ
の
期
待
の
表
れ
と
捉
え
ら
れ
よ

う
。

　
中
華
商
会
の
名
義
的
な
目
的
は
中
国
と
の
通
商
に
あ
り
、
北
京
の

商
業
省
や
中
国
各
地
の
商
会
を
通
じ
て
展
示
会
や
見
本
品
の
送
付
な

ど
を
通
じ
た
協
力
関
係
の
構
築
が
試
み
ら
れ
た）
11
（

。
し
か
し
、
中
国
で

勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
綿
製
品
の
輸
入
に
関
し
て
は
、
大
き
な
進
展
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
高
級
綿
製
品
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

輸
入
が
大
半
を
占
め
、
現
地
住
民
の
需
要
の
増
加
に
対
し
て
は
安

価
な
日
本
製
が
流
入
し
て
い
た
た
め
、
サ
イ
ズ
の
異
な
る
中
国
製

の
普
及
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）
11
（

。
商
業
上
の
成
果
と
し
て
は
、

一
九
一
四
年
に
ス
マ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
植
民
地
博
覧
会
が
あ
る
。

ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
は
、
北
京
政
府
の
要
請
に
応
じ
て
中
国
の
パ
ビ

リ
オ
ン
の
設
営
を
支
援
し
、
出
展
者
を
招
い
た）
11
（

。

　
一
九
一
〇
年
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
中
国
と
ス
マ
ラ
ン
の
通
商

上
の
交
流
は
、『
三
〇
周
年
紀
念
誌
』
か
ら
記
録
が
減
り
、
代
わ
っ

て
中
国
に
対
す
る
資
金
的
な
支
援
の
報
告
が
増
え
る
。
中
国
で
の
鉄

道
や
銀
行
な
ど
の
各
種
事
業
の
株
式
や
公
債
の
発
行
に
際
し
て
は
、

中
華
商
会
が
募
集
の
窓
口
と
な
り
、
会
員
に
購
入
を
呼
び
掛
け
て
資

金
を
集
め
た
。
一
九
〇
九
年
に
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
や
ス
ラ
バ
ヤ
の
中

華
商
会
と
共
同
で
、
清
朝
海
軍
の
増
強
を
支
援
す
る
基
金
に
寄
付
を

行
っ
た
。
ま
た
、
駐
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
参
賛
の
王
広
圻
の
呼
び
か
け

で
、
航
業
銀
行
の
株
式
募
集
を
行
い
、
鄭
永
昌
や
周
炳
喜
、
馬
厥
猷

ら
二
二
人
が
出
資
に
応
じ
た）
11
（

。
そ
の
後
、
中
国
で
の
マ
ッ
チ
工
場
や

廈
門
で
の
鉄
道
敷
設
、
銀
行
創
業
の
た
め
の
株
式
募
集
の
と
り
ま
と

め
、
洪
水
な
ど
の
災
害
時
の
寄
付
募
集
や
送
金
も
中
華
商
会
を
通
じ
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て
行
わ
れ
た）
11
（

。

　
な
お
、
日
中
関
係
の
悪
化
に
よ
り
繰
り
返
し
発
生
し
た
日
貨
排
斥

運
動
に
関
し
て
は
、
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
は
表
面
上
、「
政
治
問
題

に
は
干
渉
し
な
い
」
姿
勢
を
貫
い
た
。
一
九
一
五
年
に
は
日
本
の

二
一
カ
条
要
求
に
反
発
し
て
各
地
で
祖
国
支
援
の
た
め
の
義
援
金
運

動
「
愛
国
捐
」
が
沸
き
起
こ
り
、
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
に
も
即
座
に

二
万
六
〇
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
事
態
の
鎮
静
化

を
見
計
ら
っ
て
、
二
カ
月
後
に
は
集
め
た
義
援
金
を
ス
マ
ラ
ン
中
華

会
館
へ
の
寄
付
に
充
て
て
い
る）
11
（

。

（
二
）
商
業
会
議
所
と
し
て
の
機
能

　
商
業
活
動
の
側
面
で
は
、
中
国
と
の
関
係
よ
り
も
む
し
ろ
、
植
民

地
政
庁
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
商
社
に
対
し
て
華
人
の
利
益
を
主
張
す

る
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
中
華
商
会
の
幹
部
や
会
員
の
多

く
が
、
砂
糖
や
米
の
貿
易
や
小
売
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
分
野
で
の
活
動
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
様
子
が
み
ら

れ
る
。

　
ま
ず
設
立
直
後
に
は
、
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
小
売
商
が
数
多
く
入

居
し
て
い
た
ジ
ョ
ハ
ー
ル
市
場
の
整
備
に
対
し
、
中
華
商
会
と
し

て
植
民
地
政
庁
に
正
式
に
意
見
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、

一
九
〇
八
年
に
起
き
た
オ
ラ
ン
ダ
系
商
社
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
商
業

連
合
（H

andelsvereeniging “Am
sterdam

”

）
に
対
す
る
ボ
イ

コ
ッ
ト
運
動
は
、
中
華
商
会
が
主
導
し
、
交
渉
の
窓
口
と
な
っ
た）
11
（

。

特
に
中
華
商
会
が
華
人
の
利
益
団
体
と
し
て
強
硬
な
姿
勢
で
臨
ん
だ

の
が
、
一
九
一
七
年
に
砂
糖
の
在
庫
が
大
量
に
発
生
し
た
「
砂
糖
危

機
」
時
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
金
融
機
関
や
製
糖
工
場
と
の
交
渉
で
あ

る）
11
（

。
さ
ら
に
、
華
商
に
よ
る
砂
糖
の
協
同
購
入
連
合
の
組
織
化
や
華

人
に
よ
る
保
険
会
社
の
設
立
が
計
画
さ
れ
、
商
会
役
員
の
大
手
華
商

ら
が
三
〇
〇
万
ギ
ル
ダ
ー
の
出
資
を
表
明
し
た）
1（
（

。

　
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
は
、
華
人
の
経
済
的
利
益
を
主
張
す
る
場
で

あ
る
と
同
時
に
、現
地
経
済
の
危
機
時
に
は
植
民
地
政
庁
に
協
力
し
、

混
乱
の
収
拾
に
も
尽
力
し
た
。
例
え
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ギ

ル
ダ
ー
紙
幣
の
信
用
が
低
下
し
、
大
量
の
金
銀
貨
が
引
き
出
さ
れ
た

際
に
は
、
中
華
商
会
が
率
先
し
て
紙
幣
の
使
用
を
呼
び
か
け
、
大
手

華
商
自
ら
が
保
有
銀
貨
を
ジ
ャ
ワ
銀
行
に
預
金
し
て
紙
幣
を
引
き
受

け
、
ギ
ル
ダ
ー
紙
幣
の
信
用
回
復
に
協
力
し
た）
11
（

。
ま
た
、
一
九
一
九

年
の
コ
メ
価
格
の
高
騰
時
に
は
、
理
事
州
政
府
は
各
界
の
代
表
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
企
業
団
体
や
ジ
ャ
ワ
人
に
よ
る
民
族
主
義
団
体

ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
な
ど
と
共
に
、
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
と
建
源
商
会

の
代
表
者
を
召
集
し
、
販
売
の
統
制
や
密
輸
送
の
禁
止
、
販
売
価
格

の
制
限
な
ど
を
通
達
し
た
。
数
日
後
に
は
中
華
商
会
で
再
び
集
会
が

開
か
れ
、
コ
メ
の
上
限
価
格
の
制
定
や
、
華
商
の
倉
庫
に
あ
る
在
庫

の
販
売
統
制
を
提
案
し
、
価
格
の
安
定
に
尽
力
し
た）
11
（

。
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ス
マ
ラ
ン
の
華
人
運
動
（
工
藤
）

（
三
）
社
会
組
織
と
し
て
の
役
割

　
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
は
、
広
く
華
人
社
会
全
般
の
問
題
解
決
に
も

対
処
し
て
い
る
。
設
立
直
後
に
、
植
民
地
政
庁
が
計
画
し
た
華
人
の

貧
困
者
向
け
住
宅
の
立
ち
退
き
と
養
老
院
の
取
り
壊
し
に
対
し
て
、

公
館
と
中
華
会
館
と
共
に
請
願
組
織
を
結
成
し
、
理
事
州
知
事
に
取

り
壊
し
の
再
考
を
求
め
た
。
同
時
に
、
政
庁
が
閉
鎖
を
決
め
た
場
合

に
は
困
窮
す
る
華
人
に
対
し
て
商
会
が
財
政
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

を
決
議
し
た）
11
（

。
ま
た
ス
マ
ラ
ン
や
そ
の
周
辺
地
域
で
発
生
し
た
ペ
ス

ト
や
コ
レ
ラ
な
ど
の
疫
病
、
洪
水
や
火
山
噴
火
な
ど
の
災
害
で
は
、

そ
の
都
度
会
員
か
ら
の
寄
付
を
募
り
、
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
な
社
会
貢
献
活
動
は
、
公
館
や
中
華
会
館
と
共
同
で

行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
資
金
面
で
は
中
華
商
会
へ
の
依
存
が
常

態
化
し
て
い
た
。
中
華
会
館
が
運
営
す
る
中
華
学
堂
は
財
政
が
苦
し

く
、
一
九
〇
八
年
に
は
学
校
の
土
地
や
建
物
を
中
華
商
会
に
譲
渡
し

て
資
金
を
調
達
し
て
い
る
。
中
華
商
会
も
中
華
学
堂
の
財
政
健
全
化

の
た
め
に
、
塩
魚
や
新
聞
紙
、
茶
、
マ
ッ
チ
、
砂
糖
な
ど
の
特
定
商

品
の
取
引
額
の
一
定
割
合
を
徴
収
し
、
資
金
的
な
支
援
を
続
け
た）
11
（

。

　
植
民
地
政
庁
側
も
、
華
人
社
会
に
お
け
る
中
華
商
会
の
こ
う
し
た

統
率
力
を
認
め
、
一
九
一
四
年
に
は
公
館
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
し

か
し
、
中
華
商
会
側
は
公
館
の
廃
止
に
強
く
反
対
し
、
理
事
州
知
事

に
陳
情
団
を
派
遣
し
て
見
直
し
を
求
め
て
い
る）
11
（

。
ス
マ
ラ
ン
中
華
商

会
に
と
っ
て
は
、
公
館
を
通
じ
た
植
民
地
政
庁
と
の
つ
な
が
り
は
ま

だ
重
要
で
あ
っ
た
。
公
館
は
こ
の
陳
情
を
受
け
て
存
続
が
決
ま
り
、

最
終
的
な
廃
止
は
一
九
三
一
年
ま
で
見
送
ら
れ
た
。

四
　
有
力
者
に
よ
る
勢
力
の
維
持

辛
亥
革
命
後
の
ス
マ
ラ
ン

　
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
に
よ
る
中
華
民
国
の
成
立
は
、
ス
マ
ラ

ン
の
華
人
た
ち
に
も
大
き
な
熱
狂
を
も
た
ら
し
た
。
若
者
の
多
く

は
、
辮
髪
を
切
り
落
と
し
、
革
命
後
は
結
婚
式
の
衣
装
が
満
族
風
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
ド
レ
ス
に
変
化
し
た
と
い
う）
11
（

。
し
か
し
、
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
政
庁
は
中
華
民
国
を
正
式
に
認
め
ず
、
五
色
の
中
華
民

国
旗
の
掲
揚
を
禁
じ
た
た
め
に
、
一
九
一
二
年
の
春
節
を
前
に
華
人

の
間
で
は
苛
立
ち
が
高
ま
っ
て
い
た）
11
（

。

　
バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
中
華
民
国
旗
の
掲
揚
禁
止
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
華
人
社
会
に
内
在
し
て
い
た
対
立
が
騒
乱
へ
と
発
展

し
た
。
公
館
や
中
華
会
館
の
福
建
系
の
主
導
者
層
に
対
し
て
、
広

東
・
客
家
系
華
人
が
不
満
を
爆
発
さ
せ
た
の
で
あ
る）
11
（

。
バ
タ
ヴ
ィ
ア

と
ス
ラ
バ
ヤ
で
相
次
ぎ
騒
乱
が
起
き
た
こ
と
で
、
植
民
地
政
庁
は

一
九
一
二
年
二
月
末
、
よ
う
や
く
中
華
民
国
旗
の
掲
揚
解
禁
に
踏
み

切
っ
た
。

　
一
方
、
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
で
は
、
各
地
の
華
人
団
体
を
集
め
て

中
華
民
国
の
成
立
を
祝
う
祝
賀
会
を
企
画
し
た
。
同
年
四
月
六
日
か
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ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
催
さ
れ
た
祝
賀
行
事
に
は
、
二
万
ギ
ル
ダ
ー

の
費
用
が
費
や
さ
れ
た
が
、各
方
面
か
ら
の
寄
付
が
即
座
に
集
ま
り
、

路
地
の
入
り
口
や
住
宅
は
美
し
く
飾
ら
れ
た
。
こ
の
祝
賀
ム
ー
ド
の

中
で
、
実
行
委
員
会
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
へ
の
配
慮
か
ら
、
五

色
旗
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
の
三
色
の
旗
も
掲
揚
す
る
よ
う
に
指

示
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
中
華
民
国
旗
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、

ス
マ
ラ
ン
だ
け
で
な
く
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ソ
ロ
で
も
旗
を
作
る

た
め
の
布
地
は
売
り
切
れ
が
続
い
た）
11
（

。

　
こ
れ
ら
の
反
応
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ス
ラ

バ
ヤ
で
は
辛
亥
革
命
を
き
っ
か
け
に
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
と

親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
福
建
系
の
公
館
役
員
へ
の
不
満
が
爆
発
し

た
。
一
方
、
ス
マ
ラ
ン
で
は
、
目
立
っ
た
対
立
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し

て
い
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
公
館
の
機
能
が
一
九
〇
〇
年
代
に
形

骸
化
し
た
後
も
、
新
た
な
指
導
組
織
と
な
っ
た
中
華
会
館
や
中
華
商

会
に
旧
エ
リ
ー
ト
層
の
求
心
力
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
確
か
に
、
中
華
商
会
の
幹
部
に
は
、
馬
厥
猷
や

一
九
一
七
年
か
ら
副
総
理
と
な
っ
た
黄
亦
住
（O

ei Ik Tjoe
）
な

ど
中
国
生
ま
れ
の
新
来
者
が
重
要
な
地
位
に
就
き
、
表
舞
台
に
登
場

し
た
。
だ
が
、
馬
厥
猷
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
マ
ラ
ン
最
大

の
資
産
家
で
あ
る
馬
一
族
の
一
員
で
あ
る
。
黄
亦
住
も
、
大
手
資

産
家
の
魏
嘉
壽
（G

oei K
eh Sioe

）
か
ら
支
援
を
受
け
て
、
事
業

を
拡
大
し
て
き
た
華
商
で
あ
っ
た）
1（
（

。
つ
ま
り
両
者
は
と
も
に
既
存
の

華
人
社
会
の
中
で
育
ま
れ
た
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
ス
マ
ラ
ン

の
華
人
社
会
は
こ
う
し
た
中
国
生
ま
れ
の
新
来
者
を
取
り
込
み
な
が

ら
、
旧
来
の
エ
リ
ー
ト
層
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
保
ち
続
け
て
い
た

の
で
あ
る
。

黄
仲
涵
に
よ
る
掌
握

　
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
社
会
が
従
来
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
維
持
し
て
い

た
要
因
と
し
て
、黄
仲
涵
の
影
響
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

黄
仲
涵
自
身
は
一
九
〇
〇
年
代
以
降
に
公
館
の
活
動
か
ら
徐
々
に
退

く
一
方
で
、
一
九
〇
七
年
頃
か
ら
は
次
第
に
中
華
会
館
や
中
華
商
会

へ
の
関
与
を
強
め
て
い
っ
た
。
建
源
商
会
の
支
配
人
だ
っ
た
周
炳
喜

を
一
九
〇
七
年
に
中
華
会
館
の
副
総
理
に
就
任
さ
せ）
11
（

、
一
九
〇
八
年

以
降
は
巨
額
の
寄
付
金
を
中
華
学
堂
に
拠
出
し
、
さ
ら
に
影
響
力
を

強
め
た
。
辛
亥
革
命
後
に
は
中
華
商
会
の
副
総
理
職
か
ら
周
炳
喜
が

辞
任
し
、代
わ
っ
て
黄
仲
涵
自
ら
が
名
誉
会
長
に
就
任
し
た）
11
（

。
ま
た
、

バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ス
ラ
バ
ヤ
で
も
、建
源
商
会
の
支
店
長
で
あ
る
タ
ン
・

キ
ム
サ
イ
（Tan K

im
 Say

）
と
李
双
輝
（Lie Siong H

w
ie

）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
中
華
商
会
の
総
経
理
と
な
り）
11
（

、
三
大
都
市
す
べ
て
を
自
ら

の
影
響
下
に
置
い
た
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
建
源
商
会
の
役
員

は
書
報
社
の
会
長
に
も
就
い
て
お
り
、
清
朝
と
革
命
派
双
方
の
支
持

組
織
に
目
配
り
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
社
会
の
中
で
も
、
黄
仲
涵
に
対
す
る
支
持
は
絶
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大
だ
っ
た
。
一
九
〇
九
年
に
黄
仲
涵
が
公
館
の
名
誉
マ
ヨ
ー
ル
か
ら

の
辞
任
を
決
め
た
際
に
、
中
華
商
会
は
強
い
危
機
感
を
示
し
、
鄭
永

昌
と
柯
遠
芳
が
黄
仲
涵
の
邸
宅
を
直
接
訪
問
し
て
復
帰
を
求
め
た
。

し
か
し
、
本
人
は
植
民
地
の
事
案
に
関
わ
る
余
裕
は
な
い
と
し
て
要

請
を
断
っ
て
い
る）
11
（

。
ま
た
、
一
九
一
七
年
の
中
華
商
会
役
員
選
挙

で
も
黄
仲
涵
が
最
多
の
票
を
得
た
が
、
就
任
を
辞
退
し
た
た
め
に
、

次
点
の
鄭
俊
懐
が
総
理
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
九
／

一
九
二
〇
年
に
再
び
名
誉
総
理
に
復
帰
し
た
が
、
こ
れ
は
一
九
一
七

年
の
砂
糖
危
機
に
よ
り
、
鄭
永
昌
を
は
じ
め
多
く
の
有
力
華
商
が
破

綻
し
、
ス
マ
ラ
ン
華
商
界
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う）
11
（

。
公

館
の
職
を
辞
し
た
後
は
、
華
人
運
動
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
中
華

会
館
や
中
華
商
会
へ
の
関
与
を
強
め
、
ス
マ
ラ
ン
華
人
社
会
か
ら
の

支
持
を
伴
い
な
が
ら
影
響
力
を
及
ぼ
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
二
〇
世
紀
転
換
期
の
華
人
運
動
の
勃
興
と
と
も
に
、
ジ
ャ
ワ
の
諸

都
市
で
公
館
の
機
能
が
形
骸
化
す
る
な
か
、
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
社
会

は
公
館
エ
リ
ー
ト
層
の
優
位
性
を
継
続
し
た
ま
ま
、
中
華
会
館
、
中

華
商
会
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
主
導
力
を
移
行
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
背
景

に
は
、
公
館
時
代
か
ら
有
力
者
一
族
が
中
国
生
ま
れ
の
新
来
者
を
取

り
込
み
な
が
ら
影
響
力
を
残
し
、
さ
ら
に
黄
仲
涵
と
い
う
突
出
し
た

経
済
力
と
統
率
力
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
あ
っ
た
。

　
当
初
バ
タ
ヴ
ィ
ア
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
中
華
会
館
の
動
き
は
、

植
民
地
全
体
に
広
が
り
を
み
せ
た
も
の
の
、
全
植
民
地
を
網
羅
す
る

統
一
組
織
の
結
成
に
は
向
け
て
は
足
並
み
が
揃
わ
な
か
っ
た
。
華
人

の
新
た
な
運
動
に
対
し
て
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
温
度
差
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
学
務
総
会
と
い
う
華
人
に
よ
る
初
の
統
一
組
織

は
わ
ず
か
数
年
で
破
綻
し
た
が
、
こ
れ
は
中
国
や
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地

政
庁
へ
の
距
離
感
の
違
い
か
ら
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ス
マ
ラ
ン
の
中
華

会
館
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
た
た
め
だ
っ
た
。
政
治
的
問
題
よ
り
も
教

育
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
ス
マ
ラ
ン
華
人
社
会
で
は
、
国
籍
問
題
へ

の
対
応
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
へ
の
志
向
性
が
そ
れ
ほ
ど
強

く
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
現
象
は
、
中
国
と
の
つ
な
が
り
の
よ
り
強
固
だ
っ
た
中
華
商

会
の
活
動
に
も
み
ら
れ
た
。
中
華
会
館
と
ほ
ぼ
同
じ
役
員
構
成
と

な
っ
た
ス
マ
ラ
ン
中
華
商
会
は
、
中
国
と
通
商
関
係
を
強
化
し
つ

つ
も
、
現
地
社
会
が
直
面
す
る
諸
問
題
へ
の
対
応
が
活
動
の
中
心

と
な
っ
た
。
中
華
商
会
を
通
じ
た
中
国
と
の
関
係
強
化
は
む
し
ろ
、

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
体
制
下
へ
の
牽
制
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
後
に
も
華
人
社
会
で
の
内
部
対
立
が
ス
マ

ラ
ン
で
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
中
国
と
オ
ラ
ン
ダ
植
民

地
政
庁
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
地
位
の
改
善
を
図
る
姿
勢

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
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こ
う
し
た
ス
マ
ラ
ン
の
華
人
運
動
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い

た
の
が
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
ア
ヘ
ン
専
売
事
業
で
経
済
力
を
つ
け

て
き
た
黄
仲
涵
で
あ
っ
た
。
黄
は
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
公
館
か
ら

は
徐
々
に
身
を
引
き
な
が
ら
も
、
一
九
〇
七
年
頃
か
ら
は
新
た
な
華

人
組
織
へ
の
関
与
を
強
め
て
い
っ
た
。
事
業
関
係
者
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア

や
ス
ラ
バ
ヤ
な
ど
の
中
華
商
会
や
書
報
社
の
幹
部
に
配
下
し
、
ジ
ャ

ワ
都
市
部
に
お
け
る
清
朝
と
革
命
派
双
方
の
支
持
組
織
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
黄
仲
涵
を
頂
点
に
、
一
九
世
紀
か
ら
続
く

福
建
系
の
富
裕
層
が
華
人
組
織
へ
の
支
配
力
を
維
持
し
た
こ
と
で
、

ス
マ
ラ
ン
で
は
既
存
の
指
導
者
層
に
対
抗
す
る
新
た
な
勢
力
が
出
現

す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。中
国
語
を
話
す
新
来
者
た
ち
も
、

こ
れ
ら
有
力
者
の
庇
護
の
下
で
事
業
を
拡
大
し
、
新
た
な
華
人
組
織

の
実
務
面
を
担
っ
た
。
こ
う
し
て
、
華
人
運
動
を
担
っ
た
ス
マ
ラ
ン

の
中
華
会
館
や
中
華
商
会
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
圧
力
を
か
け
る
た
め
の

組
織
と
し
て
機
能
し
、
大
き
な
内
部
対
立
を
抱
え
る
こ
と
な
く
、
旧

来
の
有
力
者
た
ち
の
指
導
力
が
華
人
社
会
の
な
か
で
も
維
持
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
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The Chinese Nationalism Movement in Semarang, New Organiza-
tions, and Their Leaders

KUDO, Yuko

This paper aims to reinterpret the Chinese nationalism movement 
in Java at the beginning of the 20th century from a local perspective 
based on regional characteristics and socioeconomic factors. Focused on 
Semarang in Central Java, a port city with the third largest Chinese 
population in the region, the study demonstrates its differences from 
other cities, such as Batavia and Surabaya, and clarifies what the 
movement means for Chinese people in Semarang by exploring three 
organizations and their leaders.

Chinese people in the Netherlands Indies began to search for their 
identity and became proponents of the nationalism movement to improve 
their own status in the colonial system. Chinese people in Semarang 
also followed the movement and founded the association Tiong Hoa Hwe 
Koan (THHK) in 1904 and a Chinese chamber of commerce named 
Tiong Hoa Siang Hwee (Siang Hwee) in 1907. An examination of the 
executive members of these organizations reveals that most of them 
were officers or relatives of Kong Koan, the existing Chinese council 
under the colonial system. This indicates that after Kong Koan lost 
his leadership in the community, officers transferred their power from 
governmental leadership to being founders and executives of new 
organizations. The wealthiest officer, Oei Tiong Ham, who is often called 
a Sugar King in Java, reigned over the community, and newcomers 
from China who could speak Chinese operated the new organizations 
under the guidance of existing elites. Newcomers usually had business 
relationships with officers. This dynamic significantly differed from 
the situation in Batavia and Surabaya, where conflict between the local 
bone Chinese and newcomers caused an uproar—internal conflict rarely 
occurred in Semarang. 

New organizations that promoted the Chinese nationalism 
movement in Semarang does not cooperate with China, but puts 
pressure on the Dutch colonial policy. This particular dynamic is 
sustainable because the existing power of the elite from the 19th 
century was maintained in this Chinese community without serious 
internal conflict.
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